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商
工
省
は
こ
の
ほ
ど
、

２
０
１
２
年
１
月
か
ら
７

カ
月
間
の
対
日
輸
出
額
が

前
年
同
期
比
３９
　
３‐
％
増

の
約
７６
億
ド
ル
に
達
し
た

と
発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
、

原
油
が
同
１
３
４
　
８２
％

増
の
１７
億
１
０
０
０
万
ド

ル
に
達
し
て
い
る
ほ
か
、

繊
維
縫
製
品
が
同
１９
・

９６
％
増
、
水
産
物
が
同
２５

３‐
％
増
な
ど
高
い
伸
び
を

示
し
て
い
る
。

対
日
輸
出
額
は
、
今
後

８
月
～
１２
月
の
５
カ
月
間

で
約
６０
億
ド
ル
に
達
す
る

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

通
年
で
は
１
３
６
億
ド
ル

に
到
達
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
は
年
間

目
標
値

（１
１
０
億
ド
ル
）

を
大
幅
に
上
回
る
。

日
本
は
長
年
、
ベ
ト
ナ

ム
に
と
っ
て
常
に
最
大
の

輸
出
市
場
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
中
心
は
繊
維
縫
製
品
、

履
物
、
水
産
物
、
本
製
品

お
よ
び
工
芸
品
、
青
果
、

ゴ
ム
、
茶
な
ど
だ
。
ア
ン

ザ
ン
輸
出
入
会
社
の
グ
エ

ン
・
バ
ン
■
ア
ィ
エ
ン
社

長
に
よ
れ
ば
、
日
本
お
よ

び
韓
国
へ
の
コ
メ
輸
出
量

が
最
近
増
え
始
め
て
い
る

と
い
い
、
ベ
ト
ナ
ム
食
糧

協
会

（Ｖ
Ｆ
Ａ
）
の
チ
ュ

オ
ン
・
タ
イ
ン
・
フ
ォ
ン

会
長
も
、
日
本
お
よ
び
韓

国
市
場
に
は
今
後
ベ
ト
ナ

ム
米
の
輸
出
が
増
え
る
可

能
性
が
高
い
と
語
っ
て
い

る
。在

日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館

の
グ
エ
ン
・
チ
ュ
ン
・
ズ

ン
参
事
官
は
、
ベ
ト
ナ
ム

企
業
は
２
０
０
９
年
１０
月

に
発
効
し
た
日
越
経
済
連

携
協
定
を
最
大
限
に
活
用

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
話

し
、
同
協
定
の
発
効
か
ら

１０
年
以
内
に
ベ
ト
ナ
ム
の

対
日
輸
出
品
の
８４
　
６
％

が
免
税
対
象
と
な
り
、
ベ

ト
ナ
ム
の
輸
出
品

（特
に

由唇
差
品
、
食
品
、
水
産
品
、

木
製
品
、
繊
維
縫
製
品
な

ど
）
に
と
っ
て
良
好
な
環

境
が
整
え
ら
れ
る
と
説

明
。
ベ
ト
ナ
ム
の
商
品
は
、

生
産
規
模
が
小
さ
い
こ
と

や
品
質
面
で
日
本
市
揚
の

要
求
に
応
え
ら
れ
て
い
な

い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

同
国
の
需
要
規
模
に
比
べ

て
ベ
ト
ナ
ム
商
品
の
シ
ェ

ア
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
と

し
て
い
る
。
〈８
月
６
日

Ｖ
Ｇ
Ｐ
ニ
ュ
ト
ス
）

日
立
造
船
と
ハ
ノ
イ
市

都
市
環
境
会
社
は
１４
日
、

ハ
ノ
イ
で
、
「
ハ
ノ
イ
市
ソ

ク
ソ
ン
郡
ナ
ム
ソ
ン
廃
棄

物
処
理
複
合
施
設
で
の
産

業
廃
棄
物
発
電
」
モ
デ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
文

書
に
署
名
し
た
。
新
エ
ネ

ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構

（Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

が
７
月
に
ハ
ノ
イ
市
と
締

結
し
た
覚
書
を
具
体
化
す

る
自
谷
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
２
０
１

４
年
ま
で
に
ハ
ノ
イ
市
近

郊
に
焼
却
炉
を
建
設
し
、

靴
や
衣
類
工
場
か
ら
排
出

さ
れ
る
ゴ
ム
や
皮
、
布
な

ど
を
１
日
７５
ト
ン
処
理
し

た
上
で
、
発
電
技
術

（出

カ
ー
９
３
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

を
検
証
す
る
。
事
業
費
は

２
９
２
０
万
ド
ル
で
、
日

本
側
が
２
２
５
０
万
ド
ル

を
支
援
す
る
。
な
お
署
名

式
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪

間
中
の
枝
野
幸
男
経
済
産

業
相
も
出
席
し
た
。
（８
月

‐５
日
ト
イ
バ
オ
キ
ン
テ
ー

な
ど
）

前
年
同
期
比
３９
・

３‐
％
増

対
日
輸
出
額
が
大
幅
増

ハノイで産業廃棄物発電を支援

日立 造船
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販売

競
争
電
力
市
場
の
導
入

．　
．
　

　

買
電
コ
ス
ト
が
下
が
る

商
工
省
は
こ
の
ほ
ど
、

競
争
電
力
市
場
の
導
入
か

ら
１
カ
月
が
経
過
し
、
市

場
活
動
は
計
画
お
よ
び
規

定
通
り
に
順
調
で
あ
る
と

発
表
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
電

カ
グ
ル
ー
プ

（Ｅ
Ｖ
Ｎ
）

の
買
電
コ
ス
ト
は
下
が
り
、

社
会
に
提
供
す
る
電
力
の

販
売
価
格
が
固
定
化
さ
れ

て
い
る
中
で
購
入
価
格
が

下
が
っ
た
こ
と
で
ヽ
１
日

当
た
り
数
十
億
ド
ン
の
利

益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
い
う
。

商
工
省
に
よ
れ
ば
、
ベ

ト
ナ
ム
で
は
現
時
点
で
７３

力
所
の
発
電
所
が
商
業
運

行
中
で
、
そ
の
総
出
力
は

２
万
３
４
９
３
メ
ガ
ワ
ッ

ト
に
達
し
て
い
る
。
こ
の

ぅ
ち
２９
カ
所
が
発
電
市
場

に
電
力
を
直
接
提
供
し
て

お
り
、
そ
の
出
力
は
計
９

０
３
５
メ
ガ
ワ
ッ
ト
に
達

し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら

に
、

３４
カ
所
の
発
電
所

（計

７
７
４
５
メ
ガ
ワ
ツ
ト
）

が
Ｅ
Ｖ
Ｎ
傘
下
各
社
を
通

じ
て
間
接
的
に
電
力
を
提

供
し
て
い
る
と
い
う
。
（８

月
６
日
ト
イ
バ
オ
キ
ン

テ
■
紙
な
ど
）

オ
|

|ト

バ

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
人
民
委

員
会
は
こ
の
ほ
ど
、
市
公

安
に
斑
↓
、
オ
＝
ド
バ
ィ

お
よ
び
電‐
動
三
輪
車
な
ど

の
使
用
と
使
用
年
数
斯
限

醜

籍

諄

い
て
は
、
専
門
家
や
　
・

管

理
機

関
が

具
体
計

画

の
必

要
性

を
訴
え

る
中
で
、
世
論
に
は
大
き

・な
反
発
が
あ
る
と
い
う
。

¨
ボ
■
チ
ミ
ン
市
は
人
口

が
１
０
０
０
万
人
近
い
大

都
市
．で
、
古
ぐ
な
っ
た
車

両
を
使
用
し
て
い
る
人
も

多
い
。
市
内
１
区
在
住
の

コ
ン
さ
ん
は
、
「古
い
車

両
で
も
重
要
な
生
活
手
段

だ
。■
使
用
が
禁
止
さ
れ
れ

ば
、
貧
困
者
へ
の
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
」
と
話
し
、

「買
い
替
え
が
必
要
に
な

一る
の
で
あ
れ
ば
支
援
策
が

欲
し
い
一
支
援
策
が
な
け

れ
ば
貧
ｔ
い
者
は
さ
ら
に

貧
し
く
な
っ
て
し
ま
う
」

一ど
訴
え
る
。　
一
・

規
定
案
の
作
成
を
指
示

さ
れ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
公

安
鑓
路
●
鉄
道
交
通
警
察

局
の
チ
ャ
ン
・
タ
イ
ン
・

チ
ャ
＝
副
局
長
は
、
「ト

ラ
ッ
ク
と
バ
ス
に
つ
い
て

は
＾
す
で
に
使
用
年
数
期

限
を
規
定
し
て
い
る
。

オ
ー
ト
バ
イ
も
、
規
定

が
公
布
さ
れ
れ
ば
、
古
す

ぎ
る
車
両
や
生
産
地
不
明

の
車
両
な
ど
が
洵
汰
さ
れ

る
だ
ろ
う
」
と
の
考
え
を

示
す
。
し
か
し
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
自
動
車

・
動
力
設

備
協
会
の
ド
ー

・
バ
ン
・

ズ
ン
副
会
長
は

「オ
ー
ト

バ
イ

・
エ
ン
ジ
ン
の
寿
命

は
４０
万
～
５０
万
キ
ロ
あ

る
。
１
年
間
の
走
行
距
離

が
平
均
約
２
万
キ
ロ
と
す

れ
ば
、
約
２０
年
間
の
使
用

が
可
能
だ
。
多
く
の
家
庭

に
と
っ
て
オ
ー
ト
バ
イ
は

１
つ
の
財
産
だ
か
ら
、
大

切
に
使
用
し
て
い
る
し
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
欠
か
さ

な
い
。
だ
か
ら
古
く
て
も

品
質
に
問
題
は
な
い
」
と

の
意
見
だ
。
上
方
（
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
運
輸
局
の
ズ
オ

ン
・
ホ
ン
・
タ
イ
ン
副
局

長
は
、
「車
両
が
古
い
と

か
新
し
い
と
か
で
は
な

く
、
重
要
な
の
は
道
路
を

走
る
オ
ト
ト
バ
イ
が
排
出

す
る
排
気
ガ
ス
を
調
べ
る

こ
と
。
許
可
基
準
を
満
た

さ
な
い
車
両
の
走
行
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い

，ハ０。ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
２

０
１
３
年
か
ら
‐５
年
ま
で

に
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン

で
、

８０
，
９。
％
の
オ
ー
ト

バ
イ
が
国
の
排
気
ガ
ス
基

準
を
満
た
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
“一一一ち
な
み
に
、

ベ
ト
ナ
ム
登
記
局
の
統
計

に
よ
れ
ば

，
ベ
ト
ナ
ム
に

は
現
在
、
３
０
０
０
万
台

超
の
オ
ー
ド
バ
ィ
が
使
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
（８

月
１１
日
ハ
フ
ィ
モ
イ
電
子

版
な
ど
Ｖ

イ
の
使
用
期
限
に
一関
す

る
規
定
作
成

ヘ

‐

　

一　
　
・
一
お
■
チ
ミ

ン
市
公
安

ベトナムの今を毎日お届けします

ベトナム。タイムズ

[ニ デイリー配信いたします1 安心の実績と信頼でベトナムビジ

…・企業進出支援

・農業・医療・教育に関するコ

・視察回の形成・受入サポート

・政府プロジェクト・イベントサポート   ‐

・各種全百手配

「どうしたら良いかなJと思ったら お気軽にご相談下さい。

蝙柳 鰤郷FD趙
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不
動
産
価
格
の
上
昇
続
く

厳
し
い
経
済
状
況
の
中

で
、
ハ
ノ
イ
市
内
中
心
部

の
道
路
に
面
し
た
場
所
で

は
不
動
産
価
格
の
上
昇
が

止
ま
ら
な
い
。
価
格
は
、

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

３
億
～
５
億
５
０
０
０
万

ド
ン
と
い
う
超
高
値
圏
に

達
し
て
い
る
と
い
う
。

ハ
ノ
イ
の
土
地
お
よ
び

建
物
の
価
格
は
、
不
動
産

市
場
の
長
引
く
低
迷
の
影

ハ
ノ
イ
市

響
を
受
け
、
大
幅
に
値
下

が
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、

市
の
中
心
部
、
特
に
ホ
ア

ン
キ
エ
ム
区
、
ハ
イ
バ
ー

チ
ュ
ン
区
、
バ
ー
デ
ィ
ン

区
、
ド
ン
ダ
ー
区
と
い
っ

た
古
く
か
ら
の
中
心
部
と

い
え
る
４
つ
の
エ
リ
ア
で

は
、
道
路
沿
い
の
物
件
は

依
然
と
し
て
高
値
が
続
い

て
い
る
。
不
動
産
取
引
に

関
す
る
主
要
な
ウ
ェ
ブ
サ

一世
界
最
大
の
コ
ー
ヒ
ー
輸
出
国
に

国
際
コ
ー
ヒ
ー
機
関

（―
　
続
き
、・
コ
ー
ヒ
ー
輸
出
で

Ｃ
Ｏ
）
の
統
計
報
告
に
よ

　

世̈
界
１
位
を
維
持
し
た
と

る
と
、
２
０
１
２
年
６
月

　

い
う
。
１
～
６
月
で
は
計

の
世
界
の
コ
ー
ヒ
ー
輸
出

　

１
４
３
２
万
５
０
０
０
袋

量
は
前
年
同
月
の
９
１
１

　

で
、
２
位
ブ
ラ
ジ
ル
の
１

万
袋
を
上
回
る
９
５
８
方

　

２
６
０
万
６
０
０
０
袋
を

袋
に
達
し
た

（１
袋
＝
６０
　

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

キ
ロ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
、
べ
■
ナ
ム
の
コ
ー

今
期

（２
０
１
１
年
１０

　

ヒ
ー
輸
出
は
価
値
の
低
い

月
か
ら
１２
年
６
月
）
の
９
　
　
ロ
ブ
ス
タ
種
が
ほ
と
ん
ど

力
月
間
で
は
ヽ
前
期
の
３

　

を
占
め
て
お
り
、
価
値
の

１
４
１
万
袋
を
下
回
る
８

　

一局
い
ア
ラ
ビ
カ
種
の
輸
出

１
１
６
万
袋
と
な
っ
た
。
―
　
は
極
め
て
少
な
い
の
が
問

Ｃ
Ｏ
に
よ
れ
ば
、
ベ
ト
ナ

　

題
と
の
指
摘
も
あ
る
。
（８

ム
の
１２
年
６
月
の
コ
ー
　

　

月
１２
日
ボ
イ
ス
オ
ブ
ベ
ト

ヒ
ー
輸
出
量
は
２
０
７
万

　

ナ
ム
電
子
版
な
ど
）

５
０
０
０
袋
で
前
月
比
６２

万
５
０
０
０
袋
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
５
月
に
引
き

イ
ト
を
見
て
も
、
そ
う
し

た
物
件
は

「気
絶
し
そ
う

な
ほ
ど
」
の
高
値
で
売
リ

に
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

例
え
ば
、
ハ
ン
ザ
市
場

脇
の
ゴ
ー
タ
ツ
ト
ト
ー
通

り
に
面
し
た
住
宅
は
、
１

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
３

億
５
０
０
０
万
ド
ン
、
ル

オ
ン
バ
ン
カ
ン
通
り
に
面

し
た
場
所
で
は
同
４
億
ド

ン
、
ハ
ム
ロ
ン
通
り
に
あ

る
５０
平
方
メ
ー
ト
ル
余
の

住
宅
は
２
９
０
億
ド
ン

（同

５
億
ド
ン
以
上
）
で
売
リ

に
出
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ノ
イ
市
内
マ
ー
マ
イ

通
り
に
あ
る
不
動
産
取
引

所
の
関
係
者
は
、
「通
り
沿

い
に
あ
る
建
物
は
多
数
の

売
り
物
件
が
あ
る
も
の
の
、

今
年
に
入
っ
て
取
引
が
成

立
し
た
の
は
た
っ
た
の
１

～
２
件
」
と
打
ち
明
け
、
コ
冗

主
が
高
値
で
売
り
だ
し
て

お
り
、
大
き
な
物
件
で
は

総
じ
て
価
格
も
大
き
く
膨

ら
む
こ
と
か
ら
、
問
い
合

わ
せ
る
人
も
い
な
い
状
況
」

と
落
胆
す
る
。
同
関
係
者

に
よ
れ
ば
、
中
心
地
区
に

不
動
産
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
相
場
よ
り
相
当
高
い

値
段
を
設
定
す
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
た
め
、
購
入

希
望
者
が
あ
っ
た
と
し
て

も
交
渉
は
容
易
で
は
な
い

と
し
て
い
る
。
（８
月
５
日

ベ
ト
ナ
ム
ネ
ッ
ト
電
子
版

な
ど
）

ザ
ニ
ア
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
　

ト
テ
ル

・
東
テ
ィ
モ
ー
ル
ご

ク
市
場
へ
の
参
入
事
業
に
　

を
設
立
す
る
こ
と
も
決
定

お
け
る
総
投
資
額
は
こ
の
　

し
て
お
り
、
同
事
業
の
総

１
８
０
５
万
ド
ル
を
含
め
　

投
資
額
は
１
５
０
０
万
ド

て
、
総
額
３
億
３
７
７
１
　

ル
を
予
定
し
て
い
る
。
同

万
ド
ル
に
上
る
と
し
て
い
　

社
は
現
在
、
ラ
オ
ス
で

「ス

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
テ
レ
コ
ム
」、
カ
ン
ボ

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
通
信
市
場
に
進
出
ヘ

ベ
ト
テ
ル

・
グ
ロ
ー
バ
ル

さ
ら
に
、
ベ
ト
テ
ル

・　
　
ジ
ア
で

「ベ
ト
テ
ル
¨
ヵ
ン

グ
ロ
ト
バ
ル
は
東
テ
ィ
　
　
ボ
ジ
ア
」、
ハ
イ
チ
で
■
ナ

モ
ー
ル
に
１
０
０
％
出
資

　
ト
コ
ム
」、
モ
ザ
ン
ビ
■
ク

の
子
会
社

「ベ
ト
テ
ル

・　
　
で

「モ
ビ
テ
ル
」
を
運
営
し

テ
ィ
モ
ー
ル

・
レ
ス
テ

（べ

て
い
る
。
２
０
１
１
年
■
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ポ
ン
・

コ
ク

ニ
ア
ィ
ア
ン

（Ｐ
Ｏ

ｎ
　
Ｋ
Ｏ
ｋ
　
Ｔ
ｉ
ａ
↓

駐
ホ
ー
チ
ミ
ン
総
領
事
は

８
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

４７
回
目
の
独
立
記
念
式
典

で
あ
い
さ
つ
し
、
「世
界
経

済
が
低
迷
す
る
中
で
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
企
業
は
ベ
ト

ナ
ム
経
済
を
信
頼
し
、
ベ

ト
ナ
ム
ヘ
の
投
資
を
続
け

て
い
る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
企
業
に

よ
る
対
ベ
ト
ナ
ム
投
資
は

２
０
１
２
年
７
月
ま
で
に

２
３
３
億
ド
ル
に
達
し
、

４
番
目
の
対
越
投
資
国
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

の
約
５０
億
ド
ル
が
ホ
ー
チ

ミ
ン
で
投
資
さ
れ
て
お
り
、

同
市
に
お
け
る
最
大
投
資

国
の
１
つ
で
も
あ
る
と
い

う
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
企
業

に
よ
る
投
資
案
件
は
、
石

油
ガ
ス
、
工
業
生
産
、
農

林
水
産
品
加
工
、
イ
ン
フ

ラ
、
サ
ー
ビ
ス
、
不
動
産

の
各
分
野
を
中
心
に
２
０

１
１
年
ま
で
に
９
９
０
案

件
が
認
可
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
案
件
が
順
調
に
展

開
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
企
業
は
地
元
の
雇
用
創

出
や
ベ
ト
ナ
ム
の
輸
出
お

よ
び
経
済
成
長
に
大
き
く

貢
献
ｔ
て
い
る
と
の
評
価

を
得
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
２
０
１
２
年
１
月
か

ら
７
カ
月
間
の
二
国
問
貿

易
額
は
８０
億
ド
ル
と
前
年

レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
る
。

式
典
で
は
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ

観
光
局
の
グ

エ
ン

・
タ

イ
ン

・
ラ
ム
局
長
が
、

「ベ
ト
ナ
ム
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
協
力
関
係

は
、
こ
の
約
３０
年
間
に

多
く
の
功
績
を
達
成
し

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

ベ
ト
ナ
ム
に
と

っ
て
有

数
の
投
資

・
貿
易
相
手

国
の
１
つ
と
な

っ
た
。

観
光
分
野
は
協
力
の
可

能
性
が
大
き
く
期
待
で

き
る
分
野
の
１
つ
と
考

え
て
い
る
」
な
ど
と
述

べ
、
今
後
の
さ
ら
な
る

協
力
拡
大
に
期
待
し

た
。

（８
月
８
日
ベ
ト

ナ
ム
プ
ラ
ス
電
子
版
）

通
信
大
手
ベ
ト
テ
ル
傘

下
の
ベ
ト
テ
ル
・
グ
ロ
ー

バ
ル

（ベ
ト
ナ
ム
国
際
投

資
株
式
会
社
）
は
こ
の
ほ

ど
、
国
家
証
券
委
員
会
に

対
し
、
同
社
が
タ
ン
ザ
二

ア
で
の
通
信
ネ
ツ
ト
ワ
ー

ク
市
場
に
進
出
す
る
方
針

を
役
員
会
が
承
認
し
た
こ

と
を
文
書
で
報
告
し
た
。

ま
ず
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

の
通
信
会
社

「
エ
ポ
カ
＆

ゴ
ー
ル
デ
ン
オ
ー
シ
ヤ

ン
・
タ
ン
ザ
ニ
ア

（エ
ゴ

テ
ル
と

の
株
式
の
６５
％

を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ビ
ツ

ト
マ
ツ
プ
社

（Ｂ
ｉ
ｔ
ｍ

ａ
ｐ
）
か
ら
約
１
８
０
５

万
ド
ル
で
購
入
す
る
計
画

と
い
う
。
　

ベ
ト
テ
ル

・

グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
、
タ
ン

ベ
ト
ナ
ム
電
カ
グ
ル
ー
プ

競
争
市
場
の
導
入
で
買
電
コ
ス
ト
が
下
が
る

シンガポール企業はベトナムでの投資を継続
～駐ホーチミン総領事
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ペ
ー
ル
で
の
投
資
計
画
を
発

表
し
た
が
、
そ
の
後
は
具
体

的
な
情
報
は
ま
だ
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。

ベ
ト
テ
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル

は
２
０
１
０
年
か
ら
黒
学
に

転
換
し
、
そ
れ
以
前
の
累
積

赤
字
は
完
全
に
相
殺
さ
れ
て

い
る
。

１１
年
の
売
上
額
は
前

年
比
３３
％
増
の
５
兆
７
７
９

０
億
ド
ン
に
達
し
た
も
の

の
、
ハ
イ
チ
と
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
の
事
業
が
赤
字
だ
っ
た
こ

と
か
ら
純
利
益
は
前
年
の
ア

８
４
０
億
ド
ン
の
約
半
分
の

３
６
５
０
億
ド
ン
に
と
ど

ま
っ
た
と
い
う
。
（８
月
１０

日
ザ
ン
チ
ー
電
子
版
）

商
工
省
は
こ
の
ほ
ど
、

競
争
電
力
市
場
の
導
入
か

ら
１
カ
月
が
経
過
し
、
市

場
活
動
は
計
画
お
よ
び
規

定
通
り
に
順
調
で
あ
る
と

発
表
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
電

カ
グ
ル
ー
プ

（Ｅ
Ｖ
Ｎ
）

の
買
電
コ
ス
ト
は
下
が
り
、

社
会
に
提
供
す
る
電
力
の

販
売
価
格
が
固
定
化
さ
れ

て
い
る
中
で
購
入
価
格
が

下
が
っ
た
こ
と
で
、
１
日

当
た
り
数
十
億
ド
ン
の
利

益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
い
う
。

商
工
省
に
よ
れ
ば
、
ベ

ト
ナ
ム
で
は
現
時
点
で
７３

力
所
の
発
電
所
が
商
業
運

行
中
で
、
そ
の
総
出
力
は

２
万
３
４
９
３
メ
ガ
ワ
ッ

ト
に
達
し
て
い
る
。
こ
の

ぅ
ち
２９
カ
所
が
発
電
市
場

に
電
力
を
直
接
提
供
し
て

お
り
、
そ
の
出
力
は
計
９

０
３
５
メ
ガ
ワ
ツ
ト
に
達

し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら

に
、

３４
カ
所
の
発
電
所

（計

７
７
４
５
メ
ガ
ワ
ツ
ト
）

が
Ｅ
Ｖ
Ｎ
傘
下
各
社
を
通

じ
て
間
接
的
に
電
力
を
提

供
し
て
い
る
と
い
う
。
（８

月
６
日
ト
イ
バ
オ
キ
ン

テ
ー
紙
な
ど
）

LCI10b01■ aiL(Om|わうと影■
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ビ
ナ
不
動
産
開
発

フ
ア
ン
テ
ィ
エ
ッ
ト
市
の
ホ
テ
ル
を
買
収

ビ
ナ
不
動
産
開
発
グ

ル
ー
プ

（ビ
ナ

・
プ
ロ
パ

テ
イ

・
デ
ベ
ロ
ツ
プ
メ
ン

ト

・
グ
ル
ー
プ
＝
Ｖ
Ｐ
Ｄ
）

は
こ
の
ほ
ど
、
ビ
ン
ト
リ

ア
ン
省
フ
ァ
ン
テ
ィ
エ
ッ

ト
市
ト
ン
ド
ク
タ
ン
通
り

に
あ
る
ホ
テ
ル
複
合
施
設

「ノ
ボ
テ
ル

・
フ
ァ
ン
テ
ィ

エ
ッ
ト

・
オ
ー
シ
ャ
ン

・

デ
ュ
ー
ン
ズ
＆
ゴ
ル
フ
リ

ゾ
ー
ト
」
を
買
収
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

同
施
設
は
、
博
ホ
ー
ル

の
ゴ
ル
フ
場
の
ほ
か
（
仏

ア
コ
ト
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
担
当
す
る
４
つ
星
ホ
テ

ル

（１
２
３
室
）
を
有
す

る
リ
ツ
ー
ト
施
設
で
、
買

収
に
関
す
る
詳
細
な
ど
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ｖ

Ｐ
Ｄ
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、

買
収
は
２
～
３
日
前
に
完

了
し
て
お
り
、
新
し
い
所

有
者
に
よ
っ
て
同
施
設
の

名
称
も
す
で
に
、
「デ
ュ
パ

ル
ク

・
フ
ァ
ン
テ
ィ
エ
ッ

ト

・
オ
ー
シ
ャ
ン
ム
ア
ュ
ー

ン
ズ
＆
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
」

に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
。

Ｖ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
こ
れ
よ

り
先
、
傘
下
の
ゴ
イ
サ
オ

ベ
ト

・
ホ
テ
ル
有
限
会
社

を
通
じ
て
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
３
区
レ
バ
ン
シ
通
り
に

あ
る

「ア
マ
ラ
・サ
イ
ゴ
ン
・

ホ
テ
ル
」
（２
８
０
室
）
に

お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

Ａ
Ｏ
Ｉ
サ
イ
ゴ
ン
お
よ
び

香
港
の
コ
ビ
ナ

・
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ツ
の
出
資
分
を

買
収
し
て
い
る
。
同
ホ
テ

ル
も
、
名
称
を

「ラ
マ
ナ

・

サ
イ
ゴ
ン
」
に
改
称
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
２
０
１

０
年
に
は
、
ダ
ラ
ッ
ト
市

の

「ダ
ラ
ッ
ト
パ
レ
ス
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

・
ホ
テ
ル

＆
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
お
よ

び

コ
ア
ュ
パ
ル
ク
・ホ
テ
ル

ダ
ラ
ッ
ト
」
を
買
収
し
て

お
り
、
同
社
は
ホ
テ
ル
分

野
で
の
投
資
拡
大
を
着
実

に
進
め
て
い
る
と
い
う
。

（８
月
９
日
キ
ン
テ
ー
サ
イ

ゴ
ン
電
子
版
）

大
手
タ
ク

シ
ー
会
社

マ

イ
リ

ン
は

１４
日
、
タ
ク
シ
ー

運
賃
を

１６
日
か
ら
値
上
げ

す
る
と
発
表
し
た
。

マ
イ

リ

ン

・
グ

ル
ー
プ
役
員
会

の
グ

エ
ン

・
ド

・
フ
オ

ン

事
務
局
長

に
よ
れ
ば
、

こ

タ
ク
シ
ー
運
賃
値
上
が
リ

れ
は
１３
日
に
ガ
ソ
リ
ツ
が

値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
た
措
置
で
、
値
上
げ
時

期
は
今
月
１６
日
か
ら
と
し
、

値
上
げ
幅
は
地
域
や
車
種

に
よ
っ
て
１
キ
ロ
に
つ
き

８
０
０
～
１
０
０
０
ド
ン

１
０
０
％
外
資

の
証
券
会
社

設
立
が

可
能
に

グ
エ
ン

・
タ
ン
・
ズ
ン

首
相
は
先
月
、
証
券
法
改

正
案
と
証
券
法
の

一
部
条

項
に
関
す
る
施
行
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
お
よ
び
詳
細
を
規

定
し
た
第
５８
号
議
定
を
公

布
し
た
。
２
０
１
２
年
９

月
１５
日
に
発
効
す
る
。

同
議
定
は
、
９
章
９４
条

で
構
成
さ
れ
、
株
式
売
買
、

株
式
上
場
、
株
式
投
資
、

株
式
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び

株
式
市
場
に
関
す
る
詳
細

を
規
定
し
て
い
る
が
、
特

に
、
外
国
人
投
資
家
に
対

し
、
「銀
行

・
証
券

・
保
険

の
分
野
で
の
活
動
期
間
が

２
年
以
上
あ
れ
ば
、
ベ
ト

ナ
ム
に
１
０
０
％
自
己
資

本
の
証
券
会
社
を
設
立
す

る
、
ま
た
は
、
既
存
の
証

券
会
社
を
買
収
す
る
こ
と

を
認
め
る
」
と
し
て
い
る

点
が
特
徴
だ
。
し
か
し
、

同
議
定
の
中
で
は
、
「外
国

人
投
資
家
に
よ
る
証
券
会

社
の
株
式
購
入
や
設
立
資

金
の
出
資
は
財
務
省
の
指

導
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

（第
７‐
条
９

項
ご

と
も
明
記
し
て
お
り

こ
の
こ
と
は
、
仮
に
９
月

１
５
日
以
降
も
財
務
省
が

通
達
を
出
さ
な
け
れ
ば
、

１
つ
の
証
券
会
社
に
お
け

る
外
国
組
織
の
最
大
保
有

率
は
現
行
規
定
と
同
じ

４９
％
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
議
定
で
は

証
券
会
社
の
株
式
市
場
へ

の
上
場
に
つ
い
て
、
「ホ
ー

チ
ミ
ン
市
証
券
取
引
所
に

上
場
し
た
い
場
合
は
資
本

金
が
１
２
０
０
億
ド
ン
以

上
あ
り
、
上
場
前
２
年
間

の
経
営
活
動
が
連
続
し
て

黒
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
い
る
。　
一
方
、

ハ
ノ
イ
証
券
取
引
所
に
上

場
を
希
望
す
る
場
合
は
、

「資
本
金
が
３
０
０
億
ド
ン

以
上
で
、
上
場
申
請
時
ま

で
に
累
計
赤
字
が
な
け
れ

ば
よ
い
」
と
し
て
い
る
。
（８

月
１
日
ベ
ト
ナ
ム
ニ
ュ
ー

ス
電
子
版
な
ど
）

程
度
に
な
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ビ
ナ
ス
ン
・
タ

ク
シ
ー
の
夕

・
ロ
ン
・
ヒ
ー

副
社
長
も
、
同
５
０
０
ド

ン
値
上
げ
す
る
予
定
で
、

現
在
、
管
轄
機
関
で
手
続

き
を
進
め
て
お
り
、　
一
両

日
中
に
適
用
で
き
る
だ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
（８
月
１４

日
キ
ン
テ
ー
サ
イ
ゴ
ン
電

子
版
）

売
上
目
標
を
下
方
修
正

ベ
ト
ナ
ム
航
空

を
強
行
し
な
け
れ
ば
１
３

０
億
ド
ン
の
利
益
す
ら
、

あ
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
」
と
話
し
た
と

い
つヽ
。

同
社
の
年
初
５
カ
月
間

に
お
け
る
国
内
線
の
座
席

稼
働
率
は
７８
　
２
％

（前

年
比
２
　
８
ポ
イ
ン
ト
減
）

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
理
由
は
経
済
不
況
に
よ

る
需
要
の
縮
小
に
加
え
、

格
安
航
空
会
社
ベ
ト
ジ
ェ

ツ
ト
エ
ア
が
協
力
に
参
入

し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

・ま
た
、
１
０
０
０
万
ド
ル

の
赤
字
を
抱
え
た
ジ
ェ
ツ

ト
ス
タ
ー

・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
航
空
を
傘
下
に
入
れ
た

こ
と
が
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
と
い
う
。

専
門
家
ら
は
、
ベ
ト
ナ

ム
航
空
が
各
経
営
目
標
値

を
調
整
せ
ぎ
る
を
得
な
く

な
っ
た
こ
と
は
、
経
済
の

全
体
的
な
状
況
を
鑑
み
れ

ば
理
解
は
で
き
る
が
、
Ｉ
Ｐ

Ｏ
（株
式
新
規
公
開
）
に
よ

っ
て
遅
く
と
も
２
０
１
３

年
末
ま
で
に
最
低
２
億
ド

ル
以
上
を
調
達
し
た
い
と

し
て
い
た
同
社
の
思
惑
は
、

実
現
が
難
し
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
見
て
い
る
。

（８
月
１４
日
付
の
ベ
ト
ナ
ム

紙
ベ
ト
ナ
ム

・
ニ
ュ
ー
ス

電
子
版
な
ど
）

国
営
ベ
ト
ナ
ム
航
空
は

こ
の
ほ
ど
、
運
輸
省
に
対

し
、
経
営
目
標
の
変
更
を

申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
航
空
は

２
０
１
２
年
の
売
上
額
目

標
に
つ
い
て
、
年
初
上
打

ち
出
し
た
年
間
計
画
よ
り

２
兆
４
０
０
０
億
ド
ン
引

き
下
げ
て
５２
兆
４
６
０
０

億
ド
ン
と
し
て
い
る
。

税
引
き
後
利
益
に
つ
い

て
も
、
同
約
３
０
０
０
億

ド
ン
少
な
い
約
６
９
０
億

ド
ン
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う

と
し
、
加
え
て
、
さ
ら
な

る
コ
ス
ト
削
減
が
必
要
で

年
初
の
計
画
よ
り
２
４
４

０
億
ド
ン
多
い
２
兆
８
０

０
億
ド
ン
の
削
減
を
図
ら

な
け
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
航

空
は
多
く
の
課
題
を
残
し

た
ま
ま
、
今
年
１
年
を
終

え
る
こ
と
に
な
る
可
能
性

が
極
め
て
高
い
と
し
て
い

る
。ベ

ト
ナ
ム
航
空
の
フ
ァ

ム

・
ベ
ト

・
タ
イ
ン
会
長

に
よ
れ
ば
、
２
０
１
２
年

１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
売

上
額
は
年
間
計
画
の
３８

７
％
の
２‐
兆
７
８
０
億
ド

ン
に
し
か
達
し
て
お
ら
ず
、

「
９

，
‐０
％
の
コ
ス
ト
削
減

11111

薫し1']蠍T'

ビ
ナ
コ
ネ
ツ
ク
ス
、
依
然
と
し
て
巨
額
の
負
債

ベ
ト
ナ
ム
輸
出
入
・
建

設
株
式
総
合
会
社

（ビ
ナ

コ
ネ
ッ
ク
ス
）
が
１５
日
に

発
表
し
た
２
０
１
２
年
第

″
町
半
肛
凝
よ‐‐び十年
初‐“

ガ
月
間

（１
．～‐
６
月‐）
の

決
算
報
告
に
よ
る
と
、
同

社
の
負
債
額
は
年
初
に
比

べ
て
約
４
兆
ド
ツ
減
少
し

た
も
の
の
＾
第
２
四
半
期

末
の
時
点
‐で

依
然
と
し
て

２０
兆
７
１
５
１
億
ド
ン
の

中嚇「一̈̈
轟一一一

挑
３
３
つ

，
礁
ず
ツが
帳

期
負
債
だ
と
い
う
。　
一．

こ
れ
ら
０
負，担
に
よ
ナ
ヽ

同
社
が
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
金
利
は
昨
年
の

１
７
６
０
億
ド
ン
よ
り
も

大
幅
に
多
い
２
４
２
０
億

ド
．ン
に
上
っ
て
い
る
。　
一

方
、
現
金
お
よ
び
現
金
同

等
物
は
第
２
四
半
期
末
の

時
点
で
６
７
９
８
億
ド
ン

と
な
り
、
第
１
四
半
期
末

時
点
の
１
兆
３
０
２
５
億

ド
ン
か
ら
半
減
し
た
。
昨

年
の
年
初
時
点
と
比
較
す

る
と
、
４
分
の
１
に
も
満

た
な
い
額
と
な
っ
て
い
る
。

ビ
ナ
ゴ
ネ
ッ
グ
た
は
、
こ

う
し
た
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
子
会
社
や
出
資
先

か
ら
の
資
金
引
き
上
げ
を

進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、

イ
エ
ン
ビ
ン
セ
メ
ン
ト
会

社
で
保
有
し
て
い
た
株
式

８
０
０
万
株
を
売
却
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ち

な
み
に
、
イ
エ
ン
ビ
ン
セ

メ
ン
ト
に
お
け
る
ビ
ナ
コ

ネ
ッ
ク
ス
の
株
式
保
有
率

は
、
こ
れ
に
よ
り
５７

２５
％
か
ら
２６
％
に
下
が
っ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
ビ

ナ
コ
ネ
ッ
ク
ス

・
ホ
ア
ン

タ
イ
ン
社
に
お
い
て
保
有

し
て
い
る
株
式
３
７
５
万

株
を
売
却
す
れ
ば
少
な
く

と
も
１
０
９
６
億
ド
ン
の

資
金
が
入
る
見
通
し
の
ほ

か
、
ビ
ナ
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
・

ズ
ン
ク
ア
ッ
ト
株
式
会
社

や
ビ
ナ
コ
ネ
ッ
ク
ス
Ｖ
Ｃ

Ｎ
で
の
保
有
株
式
に
つ
い

て
も
、
取
締
役
会
が
す
で

に
譲
渡
計
画
を
承
認
し
て

い
る
。

な
お
、
ビ
ナ
で
不
ツ
ク

ス
に
は
、
経
営
の
足
を
引
っ

張
つ
て
い
る
と
さ
れ
る
力

ム
フ
ァ
・
セ
メ
ン
ト
エ
場

に
つ
い
て
も
、
「ベ
ト
ナ
ム
・

セ
メ
ン
ト
エ
業
総
合
会
社

（ビ
セ
ム
）
へ
の
売
却
を
望

ん
で
い
る
」
と
の
ウ
ワ
サ

が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
の
真

偽
の
ほ
ど
は
不
明
だ
と
い

う
。
（３
月
“
旧
紙
ザ
ン

チ
ー
電
子
版
な
ど
）
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原
子
力
発
電
は
安
全
性
が
第

一

ｉ～
テ
イ
エ
ン
科
学
技
術
次
官

計
画
投
資
省
は
２
日
、　
　
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

ハ
ノ
イ
で
、
「ベ
ト
ナ
ム
で
　
催
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
原
子
力
発
電
開
発
に
関

　

で
は
、
科
学
技
術
省
傘
下

す
る
情
報
」
を
テ
ー
マ
と

　

の
原
子
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

原
子
力
分
野
の
人
材
育
成
を
急
ぐ

・
「

‐
原
子
力
一
ネ
ル
ギ
ー
分
　
に
お
け
る
人
材
育
成
プ
ロ

野
に
お
け
る
人
材
育
成
に
　

ジ
ェ
ク
ト
実
施
計
画
」
の

瀾
す
‐る
国
家
指
導
‐委損
会
」

展
欄
が
遅
す
ぜ
る
こ
と
に

は
９
日
、
第
３
回
会
議
を

　

つ
い
て
、
問
題
を
し
っ
か

開
催
ｔ
た
。
席
上
、グ
エ
ン
・　
り
と
受
け
止
め
、
今
後
の

―テ
ィ
一
ッ
一
二
呻
ツ
刊
増

　

経
験
に
活
か
す
よ
う
求
め

相
は
科
学
技
術
省
に
対
し
、
　
た
。

「原
ｉｒ

か
コ
一一
」
一
卜
分
野
　
　
一
方
、
教
育
訓
紺
省
に

は
、
ベ
ト
ナ
ム
電
カ
グ
ル
ー

プ

（Ｅ
Ｖ
Ｎ
）
と
協
力
し
て
、

電
力
大
学
が
先
進
の
訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

こ
と
の
検
討
を
指
示
。
結

果
を
今
月
中
に
文
書
で
報

告
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ

ら
に
、
原
子
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
の
人
材
育
成
に
お
い

て
は
、
重
複
や
無
駄
が
生

じ
な
い
よ
う
、
教
育
訓
練

省
と
科
学
技
術
省
の
間
で

国
家
管
理
や
法
律
文
書
の

の
フ
ァ
ム
・
ク
ア
ン
・
チ
ュ

ン
副
長
官
が
、
コ
一ン
ト
ウ

ア
ン
第
１
原
子
力
発
電
所

の
運
行
に
必
要
な
人
材
を

準
備
す
る
た
め
、
ベ
ト
ナ

ム
の
原
子
力
発
電
の
専
門

家
お
よ
び
技
術
者
育
成
に

つ
い
て
、
ロ
シ
ア
の
ロ
ス

ア
ト
ム
が
責
任
を
持
っ
て

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
」
な
ど
と
明
ら
か
に
し

た
。ベ

ト
ナ
ム
は
こ
れ
ま
で
、

２
０
１
０
年
と
１１
年
の
２

年
間
に
、
原
子
カ
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
各
専
門
分
野

へ
計
９９
人
を
ロ
シ
ア
に
研

修
派
遣
し
て
お
り
、
今
年

も
す
で
に
７０
人
を
派
遣
し

て
い
る
。
今
後
は
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
や
日
本
、
国
際
原

子
力
機
関

（Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

な
ど
も
原
子
力
発
電
に
関

す
る
人
材
育
成
で
ベ
ト
ナ

ム
を
支
援
す
る
予
定
で
、

ハ
ノ
イ
国
家
大
学
自
然
科

学
大
学
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

国
家
大
学
自
然
科
学
大
学
、

ハ
ノ
イ
エ
科
大
学
、
電
力

大
学
、
ダ
ラ
ッ
ト
大
学
、

ベ
ト
ナ
ム
原
子
カ
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
所
傘
下
の
原
子

力
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
。

科
学
技
術
省
の
レ
ム
ア
ィ

ン

・
テ
ィ
エ
ン
次
官
に
よ

れ
ば
、
原
子
力
発
電
を
使

用
し
て
い
る
の
は
世
界
で

３０
ヵ
国
余
の
み
だ
が
、
そ

の
電
力
生
産
量
は
世
界
の

総
電
力
生
産
量
の
１７
％
を

占
め
て
お
り
、
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
と
語

り
、
「原
子
力
発
電
に
は
高

い
安
全
性
が
求
め
ら
れ
る
。

事
故
が
発
生
す
れ
ば
被
害

は
極
め
て
大
き
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
初

め
て
の
原
子
力
発
電
所
建

設
に
は
、
最
も
近
代
的
で

最
新
の
技
術
を
選
び
、
安

全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
強
調
し
た
と

い
う
。
（８
月
３
日
サ
イ
ゴ

ン
ザ
イ
フ
オ
ン
電
子
版
）

企
業
に
は
今
後
、
海
外
市

場
へ
の
投
資
お
よ
び
経
営

拡
大
の
た
め
に
、
国
が
支

援
策
を
講
じ
る
と
し
て
い

，（一。軍
隊
系
通
信
会
社
ベ
ト

テ
ル
は
、
先
日
行
わ
れ
た

所
法
通
信
省
と
の
会
合
で
、

ベ
ト
ナ
ム
に
は
企
業
が
外

国
へ
投
資
進
出
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
戦
略
を
立
て

る
こ
と
が
必
要
だ
と
提
言
。

同
社
は
、
２
０
１
５
年
ま

で
に
市
場
規
模
３
億
～
５

億
人
と
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
達

成
で
き
れ
ば
、
同
社
の
海

外
市
場
で
の
売
上
額
は
国

内
市
場
の
３
～
５
倍
に
膨

ら
み
、
世
界
の
通
信
企
業

ト
ツ
プ
ー０
の
う
ち
の
１
社

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
説

明
し
た
と
い
う
。
ベ
ト
テ

ル
は
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
以

外
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ

ス
、
ハ
イ
チ
、
ベ
ル
ー
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
進
出
し

て
お
り
、
２
０
１
１
年
の

売
上
額
は
約
６０
億
ド
ル
に

達
し
て
い
る
。

モ
ビ
フ
ォ
ン
も
海
外
に

進
出
し
、
ア
ジ
ア
の
携
帯

通
信
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
ー０
社

の
１
つ
と
な
る
と
い
う
野

望
を
も
っ
て
い
る
と
い
い
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
大
手
の
Ｆ

Ｐ
Ｔ
で
も
、
例
え
ば
ミ
ャ

ン
マ
ー
な
ど
の
未
開
拓
市

場
へ
の
進
出
機
会
を
狙
っ

て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

今
回
ズ
ン
首
相
が

「２
０

２
０
年
ま
で
の
国
家
通
信

開
発
計
画
」
を
承
認
し
た

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
通
信

各
社
は
今
後
、
政
府
か
ら

の
支
援
策
を
積
極
的
に
受

け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

と
見
ら
れ
て
い
る
‐。
（Ｉ
Ｃ

Ｔ
ニ
ュ
ト
ス
な
ど
）

作
成
に
お
い
て
協
力
を
密

に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

し
た
。

な
お
、
教
六月
訓
練
省
は
、
　

通
信
企
業

の
海
外
進
出

を
国
が
支
援

ヘ

原
子
力
平
不
ル
ギ
ー
分
野

に
人
材
を
誘
致
す
る
た
め

の
訓
練
の
優
遇
に
つ
い
て
、　
　
グ
エ
ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
　
よ
る
発
展
を
目
指
す
以
外

９
月
１５
日
ま
で
に
首
相
決

　
首
相
が
こ
の
ほ
ど
承
認
し
　

に
、
企
業
の
海
外
投
資
を

定
が
公
布
で
き
る
よ
う
、　
　
た
２
０
２
０
年
ま
で
の
国
　
奨
励
す
る
こ
と
な
ど
が
盛

今
月
中
に
草
案
を
完
成
さ
　
家
通
信
開
発
計
画
に
よ
る
　
り
込
ま
れ
て
い
る
。
同
計

せ
た
い
と
し
た
。
（８
月
９
　
と
、
ベ
ト
ナ
ム
は
今
後
、　
　
画
に
よ
れ
ば
、
十
分
な
能

日
Ｖ
Ｇ
Ｐ
ニ
ュ
ー
ス
）
　

　

通
信
市
場
の
質
的
改
善
に
　
力
と
条
件
を
有
す
る
通
信

5年までに障害者25万人への職業訓練と
‐
■ 仕事の創出を目指す

グエン・タン・ズン首相はこのほど、「2012～ 20年障害者

支援計画」を承認する第1019号決定を公布した。同計画では、

就労年齢層で働ける能力の残つている障害者を対象に、 15年まで

に約25万人に職業訓練を行い、仕事を創出することを目標に掲げ

ている。さらに、(1)毎年、障害者の70%がさまざまな形で医

療サービスを受けられる (2)新生児γ6歳までの子供の70%が

先天性障害や発達障害を早期発見するためのスクリーニング検査を

受け、障害に対する対応を早期に受けられる (3)約 6万人の障害

者および障害児が形成手術や機能回復手術を受け、適切なサポート

器具を提供される――ことなども盛り込んでいる。(8月 8日 ニヤ

ンザン電子版)

電力料金を引き下げることはできない

商工省は6日 、月例記者会見を行い、報道陣から最も関心を集め

ているガソリン、ガスt電力の値上げ問題について、国内市場局の

ボー・バン・クエン局長が次のように述べた。「市場メカニズムが導

入された時、企業は自分で価格を決めることができるようになつた。

国は干渉しない。7月末のガソリンの値上がりについては、商工省

では企業側に値上げの根拠があると見ている。財務省・商工省によ

る合同議定o4号にも沿つたもので、これに干渉することはできな

い。ただ、国は企業に価格の決定権は引き渡したが、チェックは行つ

ている。今回の値上げは承認できるもので、消費者への影響は大き

0い と考える111  1‐ ■ ‐

二方、電力料金の値上げについては、商工省電力調整局のトウオン・

ファム・チー・クオン氏が「依然として等産コストを下回つており、

値下
'デ

はできない」と説明、電力料金の改定は消費者への影響が大

きくならないよう細心の注意を払つて行われているとした。(8月 8

日ラオドン紙)

20年までに有害医療廃棄物の完全処理を目指す

保健省と世界銀行は15日、ホニチミン市で、「2oll～ 15年

までの医療廃棄物処理総体計画および20年までのビジョン」の展

開に関する会議を開催した。同計画では、2015年までに、各医

療機関が排出する有害医療廃棄物のすべて (100%)が画収・分

別され、20年までにすべての有曽医療廃棄物が適切に処理される

ことを目標にしてし)ぅ。       1 ‐ | ■     . |

ぷfl'[壇 と晟L整9層[だ:房5[詈霞‖曇暑[1冥唇二讐8
険にさらしているという。(8月 16日 トイノ`オキンテー紙など)

安心の実績と信頼でベトナムビジネスを協カサ

・企業進出支援          ・農業・医療・教育に関す

。視察団の形成・受入サポート   ・政府プロジェクト・イベント

・各種企画手配

「どうしたら良いかな」と思ったら、お気軽にご相談下さい。
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ベトデム・タイムズ

ロ
ン
タ
イ
ン
国
際
空
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
投

資
報
告
書
の
完
成
を
急
ぐ
よ
う
指
示

ハ
イ
副
首
相

ホ
ア
ツ
「
チ
ュ
ン
・
ハ
　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
東
に
約

イ
測
首
相
は
こ
の
ほ
ど
、　
　
３５
キ
ロ
の
ド
ン
ナ
ィ
省
口

運
輸
省
に
対
し
、
ロ
ン
タ
　
　
ン
タ
イ
ン
地
区
の
約
５
０

イ
ン
国
際
空
港

（ド
ン
ナ
　
　
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
建
設

イ
省
）
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

す
る
も
の
で
、
２
０
２
０

■
の
投
資
報
告
書
の
完
成

　

年
ま
で
に
第
１
期
工
事
の

を‐
急
‐ぐ

よ
テ
指
示
し
た
。　
　
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

ハ
イ
副
首
相
は
、
報
告
書

　

　

開
港
す
れ
ば
、
現
在
の

は
各
関
連
機
関
の
意
見
を

　

タ
ン
ソ
ン
ニ
ャ
ッ
ト
国
際

取
り
入
れ
た
上
で
、
今
月

　

空
港
は
国
内
線
専
用
と
な

，２０
日
ま
で
に
グ
エ
ン
・
夕

　

る
）言
た
。
年
間
利
用
者
数

ン

・
ズ
ン
首
相
へ
提
出
す

　

７
０
０
０
万
人
を
予
定
し

る
こ
之
を
求
め
て
い
る
。
　
　
て
い
る
。
（８
月
１３
日
ト
イ

ロ
ン
タ
イ
ン
国
際
空
港
は

　

バ
オ
キ
ン
テ
ー
紙
）

ハ
ノ
イ
市
人
民
委
員
会

鳥
イ
ン
フ
ル
対
策
強
化
を
各
地
区
に
指
示

ハ
ノ
イ
市
人
民
委
員
会

　

す
る
管
理

・
監
視
の
強
化

‐

は
こ
の
ほ
ど
、
各
関
係
機

　

‐
を
地
区
レ
ベ
ル

・
村
レ
ベ

関
に
対
し
、
首
都
圏
で
の

　

ル
の
人
民
委
員
会
に
指
導

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

お
よ
び
密
輸
入
ニ
ワ
ト
リ

　

さ
ら
に
、
家
き
ん
類

・
家

か
ら
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　

き
ん
製
品
の
輸
送
お
よ
び

ザ
流
入

・
拡
大
防
止
の
た

　

販
売
を
行
う
業
者
に
は
、

め
の
点
検
強
化
を
求
め
る

　

生
産
地
の
不
明
な
商
品
や

第
０９
号
公
電
を
送
付
し
た
。
　
未
検
疫
の
商
品
は
扱
わ
な

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
人
民

　

い
こ
と
を
行
政
に
文
書
で

委
は
各
区

・
郡
ｒ
町
の
人

　

約
束
さ
せ
る
こ
と
と
し
、

民
委
員
会
に
対
し
、
（１
）
　

獣
医
学
機
関
に
は
監
視

・

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
危

　

点
検
を
怠
る
こ
と
な
く
、

険
性
や
対
策
の
重
要
性
を
　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

広
く
知
ら
し
め
、
住
民
の
　

生
し
た
際
に
は
早
期
発
見

自
党
を
促
す

＾
２
）
ハ
ー

　

と
適
切
な
処
置
を
行
う
こ

ビ
ー
市
場
や
ダ
イ
ス
エ
ン
　

と
が
必
要
だ
と
し
た
。
（８

市
場
な
ど
に
持
ち
込
ま
れ

　

月
６
日
ハ
ノ
イ
モ
イ
紙
電

る
家
き
ん
類
お
よ
び
家
き

　

子
版
）

ん
肉
を
使
っ
た
製
品
に
対

テ
イ
エ
ン
フ
ォ
ン
銀
行
に
メ
コ
ン
デ

ル
タ
の
農
家
へ
の
支
援
を
要
請

国
家
銀
行

ベ
ト
ナ
ム
国
家
銀
行

（中

央
銀
行
）
は
こ
の
ほ
ど
、

テ
イ
エ
ン
フ
ォ
ン
銀
行
に

対
し
、
貸
出
残
高
を
２
０

１
１
年
末
比
で
最
大
２７
％

増
や
す
こ
と
を
認
め
た
。

こ
れ
は
、
メ
コ
ン
デ
ル

タ
地
区
の
コ
メ
農
家
を
対

象
に
、
総
額
１
兆
ド
ン
の

特
別
融
資
計
画
を
提
供
す

る
こ
と
が
目
的
で
、
こ
れ

に
よ
り
、
各
農
家
は
テ
ィ

エ
ン
フ
ォ
ン
銀
行
か
ら
、

肥
料
や
農
薬
、
耕
作
機
械

な
ど
の
購
入
費
、
お
よ
び

毎
日
の
経
費
や
人
件
費
の

劣
化
し
た
橋
梁
の
改
良
を
急
ぐ

ベ
ト
ナ
ム
道
路
総
局

保
健
省
喰
品
衡
生
安
全

局
は
１３
日
ｒ
ビ

ン
ズ
オ
ン

省
■

ｉ
ゥ
ザ
ウ

モ
リ
ト
市
で
、

「
工
業
団
地

の
従
業
員
食
堂

で
の
集
団
食
中
毒

¨
実
状

と
解
決
策
■
を
テ
ー

マ
と

す
る
シ
ツ
ポ
ジ
ゥ
ム
を
開

催
し
た
。　
　
・●
●
●

一
・

課
健
省
食
儡

‐衛

生
ま
全

局
の
チ
ャ
ン

・
ク
ア
ン

・

チ

ュ
ン
局
長
に
よ
れ
ば
、

２
０
０
７

，

‐１
年
に
ベ
ト

ナ
ム
全
上

で
９
２
７
件
の

食
中
毒
が
発
生
ｔ
、
３
万

７
３

‐‥３
人
が
発
症
ギ
２
２

９
人
が

死
亡
ｔ
ｉ
と
い
い
、

こ
つ

っ
ち
い̈
・捕

部

の
洛
省

で
は
２
０
０
９

，
‐１
年
に

一
７
１
■

つ
食
中
毒
が
発

ギ

涯

晩

運
輸
省
ベ
ト
ナ
ム
道
路

総
局
は
こ
の
ほ
ど
、
第
６

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
管
理
委
員

会
に
対
し
、
国
家
道
路
網

整
備
信
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（フ
ェ
ー
ズ
３
）
の

「優
先

グ
ル
ー
プ
ー
」
に
属
す
る

劣
化
し
た
各
橋
梁
の
改
良

事
業
に
つ
い
て
、
実
施
計

画
の
作
成
を
急
ぐ
よ
う
指

示
し
た
。

こ
の
信
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
道
路
網
の
整
備
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、

フ
ェ
ー
ズ
３
で
は

「優
先

グ
ル
ト
プ
ー
」
に
属
す
る

７
９
カ
所
の
橋
梁
の
架
け

替
え
、
ま
た
は
補
修
工
事

を
行
う
。
経
費
は
３
兆
２

５
１
０
億
ド
ン
を
予
定
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
「優
先

グ
ル
ー
プ
２
」
で
は
２
６

４
カ
所
の
橋
梁
を
対
象
と

し
て
お
り
、
経
費
は
９
兆

９
２
７
０
億
ド
ン
に
上
る

見
通
し
と
い
う
。

同
局
で
は
、
優
先
グ
ル
ー

プ
ー
の
７９
カ
所
の
橋
梁
を

２
期
に
分
け
て
工
事
し
て

い
く
方
針
で
、
１
期
目
に

３６
カ
所

（１
兆
６
３
５
０

億
ド
ン
×

２
期
日
で
４３
カ

所

（１
兆
６
１
６
０
億
ド

ン
）
の
工
事
を
実
施
す
る

と
し
で

‐し、る
ず
〓^
Ｆ月‐‐一
日

ト
イ
バ
オ
キ
ン
テ
ー
紙
）

サ
イ
ゴ
ン
ハ
ノ
イ
銀
行

（Ｓ
Ｈ
Ｂ
）

ラ
オ
ス
に
支
店
を
オ
ー
プ
ン

支
払
い
に
充
て
る
資
金
を

借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
開
始
は
８
月
１５
日
か

ら
で
、
期
限
は
１２
月
３‐
日

ま
で
と
し
て
い
る
。

さ
うヽ
に
、
テ
ィ
エ
ン
フ
ォ

ン
銀
行
は
法
人
客
向
け
に
、

年
利
１２
・
５
‘
‐４
％
で
総

額
３
兆
ド
ン
の
信
用
パ
ッ

ケ
ー
ジ
も
提
供
す
る
と
い

う
。
（８
月
１３
日
サ
イ
ゴ
ン

ザ
イ
フ
オ
ン
電
子
版
な
ど
）

サ
イ
ゴ
ン
ハ
ノ
イ
銀
行

（Ｓ
Ｈ
Ｂ
）
は
１５
日
、
ラ
オ

ス
の
チ
ャ
ン
パ
サ
ツ
ク
県

で
、
Ｓ
Ｈ
Ｂ
ラ
オ
ス
支
店
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
た
。
Ｓ
Ｈ
Ｂ

の
海
外
支
店
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
つ
い
で
２
カ
国
目
と

な
る
。

式
典
に
は
、
ラ
オ
ス
の

ソ
ム
サ
ワ
ッ
ト

・
レ
ン
サ

ワ
ツ
ト
副
首
相

（ラ
オ
ス

人
民
革
命
党
政
治
局
員
）、

ナ
ム

・
ウ
ィ
ニ
ャ
ケ
■
ト

商
工
湘
一
摯

■
一
ン
一
り
一

ウ
駐
ラ
オ
ス

一
ベ
ト
ナ
ム

大
使
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
銀

行
の
グ
エ
ン
・
ド
ン
・
テ
ィ

エ
ン
副
総
裁
を
は
じ
め
両

国
お
よ
び
チ
ャ
ン
パ
サ
ッ

ク
県
の
関
係
者
が
多
数
出

席
し
た
。

Ｓ
Ｈ
Ｂ
の
グ
エ
ン
・
バ

ン
・
レ
社
長
は
式
典
で
あ

い
さ
つ
し
、
「ラ
オ
ス
支
店

の
開
設
は
将
来
性
あ
る
安

定
し
た
新
し
い
市
場
を
求

め
る
Ｓ
Ｈ
Ｂ
の
戦
略
的
な

決
定
」
と
話
し
、
質
の
高

い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
ラ

オ
ス
の
企
業
お
よ
び
人
々

に
提
供
す
る
と
約
束
し
た
。

Ｓ
Ｈ
Ｂ
は
こ
の
式
典
に
お

い
て
、
ベ
ト
ナ
ム

・
ゴ
ム

工
業
グ
ル
ー
プ
と
全
面
戦

略
協
力
合
意
に
調
印
。
さ

ら
に
、
ベ
ト
ラ
オ

・
ゴ
ム

会
社
、
ザ
ウ
テ
イ
エ
ン
・

ベ
ト
ラ
オ

・
ゴ
ム
会
社
、

ダ
ク
ラ
ク

・
ゴ
ム
会
社
に

対
す
る
融
資
契
約
に
も
調

印
し
た
ほ
か
、
Ｓ
＝
Ｂ
チ
ャ

ン
パ
サ
ッ
ク

・
サ
ツ
カ
ー

チ
ー
ム
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
供
与
す
る
な
ど
し
た
。

サ
イ
ゴ
ン
ハ
ノ
イ
銀
行

は
１
９
９
３
年
の
設
立
か

ら
１９
年
を
経
て
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
大
手
銀
行
の

１
つ
に
成
長
し
、
現
在
は

資
本
金
約
９
兆
ド
ン
、
総

資
産
額
１
２
０
兆
ド
ン
超
、

職
員
数
約
５
０
０
０
人
、

ベ
ト
ナ
ム
国
内
支
店
お
よ

び
営
業
所
２
４
０
カ
所
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
■
支
店
を

か
か
え
、
ベ
ト
ナ
ム
の
大

手
株
式
商
業
銀
行
１０
行
の

１
つ
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
２
０
１
５
年
ま
で

に
リ
テ
ー
ル
バ
ツ
キ
ン
グ

トに
成
長
し
、

２０
年
ま
で
に

グ
ロ
ー
バ
ル
な
総
合
金
融

グ
ル
ー
プ
に
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
と
い
う
。

（８
月
１５
日
ベ
ト
ナ
ム
プ
ラ

ス
電
子
版
）

い
う
。
ま
た
、
工
業
団
地

　

る
店
が
２
９
０
２
店
舗
、

の
食
堂
で
の
集
団
食
中
毒

　

道
端
で
食
べ
物
を
売
っ
て

も
多
く
発
生
し
て
い
る
と

　

い
る
場
所
が
８
５
２
４
カ

い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
あ
る
こ
と
や
、
同
省
で

一
方
、
ビ
ン
ズ
オ
ン
省

　

は
２
０
０
７
～
‐１
年
に
食

保
健
局
の
フ
イ
ン
・
タ
イ

　

中
毒
事
件
が
２７
件
発
生
し

ン
・
ハ
ー
副
局
長
か
ら
は
、
　
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
全
土
で
９
２
７
件
の

食
中
毒
事
件
が
発
生

２
０
０
７
～
２
０
１
１
年

２
０
０
９
年
ま
で
の
統
計
　
さ
ら
に
、
国
立
栄
養
研
究

で
い
ビ
ン
ズ
オ
ツ
省
に
は
　
所
の
レ
・バ
ツ
ク
・
マ
イ

食
品
の
生
産
施
設
や
販
売
　
副
所
長
か
ら
は
、
「幾
つ
か

施
設
が
１
万
７
２
０
０
カ
　

の
工
業
区
・
輸
出
加
工
区

所
、
食
堂
が
■
４
３
５
カ
　

で
工
場
労
働
者
た
ち
の
昼

所
、
弁
当
を
販
売
し
て
い
　

食
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

食
事
内
容
は
男
性
労
働
者

の
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

９０
％
、
女
性
労
働
者
で
は

７７
％
し
か
満
た
し
て
い
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と

し
て
、
「
フ」
ぅ
し
た
状
況
が

長
期
化
す
れ
ば
ず
工
場
労

働
者
の
労
働
能
力
に
も
大

き
く
影
響
す
る
だ
ろ
う
」

と
の
指
摘
が
あ
つ
た
。
ち

な
み
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は

現
在
、
工
業
区
・
輸
出
加

工
区
が
２
５
‘
力
所
あ
り
、

こ
の
う
ち
南
部
経
済
重
点

地
域
だ
け
で
６５
カ
所
あ
る

と
い
う
。
（８
月
１４
日
ベ
ト

ナ
ム

・
ニ
ュ

‐―‐―‐ス
電
子
版

な
ど
）
　

・■

　

・

一一一
一̈一
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外
国
投
資
１
７
件
に

一・
　̈
　
　
投
資
承
認
証
を
発
行

ビ
ン
ズ
オ
ン
省

ビ
ン
ズ
オ
ン
省
人
民
委

員
会
は
１４
日
、

１７
件
の
外

国
直
接
投
資

（Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｙ

案
件
に
対
す
る
投
資
許
可

証
の
授
与
式
を
開
催
し
た
。

●
こ
の
う
ち
、
新
規
案
件

は
５
件
共
総
投
資
額
１
億

３
６
４
０
万
ド
ル
）、
増
一資

案
件
が
１２
案
件

（計
４
億

９
３
０
０
万
ド
ル
）
と
な
っ

て
い
る
ヽ
ま
た
、
１７
件
の

う
ち
‐４
件
は
工
業
団
地
で

の
投
資
だ
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
り
、
ビ
ン
ズ
オ

ン
省
が
２
０
１
２
年
１
月

か
ら
こ
れ
ま
で
に
誘
致
し

た
Ｆ
Ｄ
Ｉ
案
件
は
新
規
６

９
件
と
増
資
７２
件
で
、
計

２３
億
０
５
０
０
万
ド
ル
と

な
っ
た
”
こ
の
う
ち
、
日

本
の
東
急
電
鉄
が
地
場
の

ベ
カ
メ
ッ
ク
ス
と
進
め
る

都
市
開
発
計
画
が
１２
億
ド

ル
を
占
め
る
¨
累
計
で
は
、

Ｆ
Ｄ
ｌ
案
件
は
２
０
８
７

件

（総
投
資
額
１
７
０
億

５
０
０
０
万
ド
ル
）
に
達

す
る
と
い
う
０

同
人
民
委
の
レ

一
タ
ィ

ン

・
ク
ン
委
員
長
は
式
典

で
あ
い
さ
つ
し
、
２
０
１

１
年
以
降
、
世
界
お
よ
び

ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
経
済
状

況
は
低
迷
が
続
い
て
い
る

が
、
ビ
ン
ズ
オ
ン
省
は
さ

ま
ざ
ま
な
投
資
誘
致
策
を

導
入
し
、
生
産
経
営
の
促

進
を
図
っ
た
こ
と
で
、
省

の
経
済

「
社
会
状
況
は
安

定
し
た
発
展
を
確
保
し
て

い
る‐
と
語
り
、
「省
指
導
部

は
常
に
企
業

・
投
資
家
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
」
と
強
調
し
た
と
い

う
「
八
８
月
１４
日
付
の
ベ
ト

ナ
ム
紙
べ
ト
ナ
ム
プ
ラ
ス

電
子
版
）

，
中
日

´
‐昆
■
ヽ
べ
■
ナ
ム

一
ハ
イ
フ
ォ
ン

～
ハ
ノ
イ
輸
送
ル
ー
ト
が
開
通

■

個
の
運
輸
省
■
１６
■
、

　

ベ
ト
ナ
ム
の
運
輸
省
が

ラ

ミ
ト
ナ
″
運
輸
省
と

の
合

　

ン
ソ
ン
省

の
ヒ

ュ
ウ
ギ
掴

意

に
基
づ
き
、

ハ
ノ
イ
～

　

境
ゲ
ー
ト
で
同
ル
ー
ト
の

ハ
イ

フ
オ
ン
～
中
国

・
昆

　

開
通
記
念
式
典
を
行
う
予

明
ル
ー
ト

の
国
際
輸
送
線

　

定
と
な

っ
て
い
る
。

（１６
日

の
開
通
記
念
式
典
を
昆
明

　

ト
ィ
バ
ォ
キ

ン
テ
ー
紙
な

で
開
催

し
た
。

２２
日
に
は

　

ど
）

エ
ク
シ
ム
バ
ン
ク

税
関
総
局
と
協
力
合
意

ベ
ト
ナ
ム
輸
出
入
銀
行

（エ
ク
シ
ム
バ
ン
ク
）
と
税

関
総
局
は
１５
日
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
税
の

徴
収
に
関
す
る
協
力
合
意

に
調
印
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
税
関
総
局
に
は
今
後
、

エ
ク
シ
ム
バ
ン
ク
と
の
間

で
設
定
し
た
デ
ー
タ

・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
企
業

が
エ
ク
シ
ム
バ
ン
ク
の
ど

の
支
店
で
納
税
手
続
き
を

行
っ
て
も
、
瞬
時
に
通
知

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
エ
ク
シ
ム
バ
ン

ク
も
企
業
に
対
し
、
通
関

手
続
き
や
納
税
に
か
か
る

時
間
を
短
縮
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
エ
ク
シ
ム
バ

ン
ク
は
、
企
業
が
納
税
義

務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
場

合
、
そ
の
企
業
に
代
わ
っ

て
輸
出
入
税
を
税
関
に
納

め
る
こ
と
も
約
束
し
た
。

エ
ク
シ
ム
バ
ン
ク
で
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
市
場
に
お

け
る
企
業
の
信
用
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

外
国
企
業
と
の
経
営
活
動

に
か
か
る
経
費
や
時
間
の

節
約
に
も
貢
献
で
き
る
だ

ろ
う
と
し
て
い
る
。
（８
月

‐５
日
ベ
ト
ナ
ム
プ
ラ
ス
電

子
版
）

企
業
活
動
に
明
る
い
兆
し

７
月
に
約
１
０
０
０
社
が
活
動
を
再
開

財
務
省
租
税
総
局
は
こ

の
ほ
ど
、
２
０
１
２
年
１

月
か
ら
の
７
カ
月
間
に
新

規
設
立
さ
れ
た
企
業
の
数

が
約
４
万
７
０
０
０
社
に

達
し
た
と
す
る
報
告
書
を

発
表
し
た
。
た
だ
、
こ
の

間
に
活
動
を
停
止
し
た
企

業
数
も
約
２
万
１
０
０
０

社
に
上
っ
て
い
る
。

一
方
、
７
月
に
活
動
を

再
開
し
た
企
業
が
非
国
営

企
業
を
中
心
に
約
１
０
０

０
社
あ
り
、
企
業
活
動
に

明
る
い
兆
し
も
見
え
始
め

て
い
る
と
い
う
。

‐２
年
第
２
四
半
期
に
提

出
さ
れ
た
企
業
の
税
申
告

に
よ
れ
ば
、
黒
字
を
計
上

し
た
企
業
数
が
前
期

（同

第
２
四
半
期
）
に
比
べ
て

２
．
５
％
増
え
て
お
り
、

中
で
も
国
営
企
業
セ
ク

タ
ー
で
５
　
８
％
増
加
し

て
い
る
と
い
う
「
（３
月
７

日
ベ
ト
ナ
ム

¨
ニ
ュ
ー
ス

電
子
版
な
ど
）
　

一

ハ
イ

副

首

相

米

下
院
規
則
委
員
会
委
員
長
と
会
談

８
８
０
０
万
ド
ル
の
貿
易
黒
字

１
～
７
月

税
関
総
局
は
１６
日
、
２
　

貿
易
黒
字
に
な
る
と
い
う
。

０
１
２
年
１
月
か
ら
の
７
　

約
１
０
２
億
ド
ル
の
輸
出

力
月
間
に
お
け
る
輸
出
額

　

額
の
う
ち
、
約
５６
億
ド
ル

が
約
６
３
５
億
５
０
０
０

　

は
外
資
系
企
業
に
よ
る
輸

万
ド
ル

（前
年
同
期
比
　
　
出
が
占
め
て
い
る
「
７
月

２０
％
増
）
と
な
り
、
約
８

　

の
主
な
輸
出
品
は
原
油
約

８
０
０
万
ド
ル
の
貿
易
黒

　

１０
億
ド
ル
、
布
地
各
種
１４

字
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。
　
億
ド
ル
、
電
話
お
よ
び
部

７
月
単
月
で
は
、
輸
出

　

口叩
１２
億
ド
ル
な
ど
と
な
っ

額
が
約
１
０
２
億
ド
ル
で
ヽ
　
て
い
る
「
（８
月
１７
ロ
ラ
オ

５
億
７
９
０
０
万
ド
ル
の
　

ギ
ン
紙
な
ど
）

ベ
ト
ナ
ム
企
業
の
外
国
投
資

・

対
ラ
オ
ス
が
最
多

計
画
投
資
省
外
国
投
資

　

１
２
件

（同
２３
億
６
０
０

庁
は
こ
の
ほ
ど
、
ベ
ト
ナ

　

０
万
ド
ル
）
に
と
ど
ま
っ

ム
企
業
に
よ
る
対
ラ
オ
ス
　

て
い
る
。

投
資
は
現
時
点
で
２
■
４
　
　
た
だ
↑
資
本
金
額
が
大

件

（資
本
金
総
額
約
３４
億

　

き
い
わ
り
に
実
行
額
は
低

５
０
０
０
万
ド
ル
）
に
達

　

く
、
ラ
オ
ス
に
お
い
て
は

し
て
い
る
と
の
最
新
統
計

　

約
６
億
９
１
０
０
万
ド
ル
、

を
発
表
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
７
億
６

企
業
の
外
国
投
資
は
計
６０

　

３
４
３
万
ド
ル
と
推
計
さ

力
国
に
進
出
し
て
い
る
が
、
　
れ
る
と
い
う
。
（８
月
６
日

こ
の
う
ち
対
ラ
オ
ス
が
最

　

ダ
ゥ
ト
ゥ
紙
）

多
で
対
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
１

ベ
ト
ナ
ム
企
業
に
よ
る
欧
州
市
場
視
察
団

一９
月
に
派
遣
ヘ

●
■
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｍ
な
ど

イ
タ
リ
ア
商
工
会
議
所
一　
」Ｌ
＝
係
者
に
よ
れ
ば
、
こ

（ｌ
ｃ
ｈ
ａ
ｍ
）
ベ
ト
ナ
ム
　
れ
は
べ
下
ヵ
ム
と
イ
タ
リ

事
務
所
は
こ
の
ほ
ど
、ｌ
ｃ
　
ァ
の
外
交
関
係
樹
立
４０
年

ｈ
ａ
ｍ
と
在
ベ
ト
ナ
ト
・　
　
訓
ａ
に
０
い
だ
両
国
の
貿

イ
タ
リ
ア
大
使
館
、
そ
れ
　
易
‐促
進
を
目
的
と
し
た
プ

に
イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
ヵ
■
　

ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
で
、
ト

ナ
州
貿
易
連
合
会
が
９
月
　

ス̈
カ
ト
ナ
州
フ
イ
レ
ン

に

「ベ
ト
ナ
丼
企
業
に
計
　

．ゾ
一
に
ベ
ト‐―カ
ム
貿
易―代

る
欧
州
市
場
視
察
団
」
を
　
表
事
務
所
が
オ
ー
プ
ン
す

派
遣
す
る
と
発
表
し
た
一　
　
る
の

‐―こ際
し
て
実
施
さ
れ

イ
タ
リ
ア
企
業
ど
の
懇
紐
‥

．る
こ
と‥に
な
っ
た
と
い
う
。

会
な
ど
も
計
画
し
て
い
る
　
（８
月
１３
日
ダ
ウ
ト
ウ
紙
）

と
い
う
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
官
房
に

よ
る
と
、
ホ
ア
ン
・チ
ュ
ン
・

ハ
イ
副
首
相
は
６
日
午
後

ハ
ノ
イ
で
、
同
国
を
訪
問

中
の
米
国
下
院
規
則
委
員

会
の
デ
ー
ビ
ッ
ド

・
ド
ラ

イ
ヤ
■
委
員
長
と
会
現
し

た
。席

上
、
ハ
イ
副
首
相
は

ド
ラ
イ
ヤ
ー
委
員
長
が
ベ

ト
ナ
ム
ヘ
の
恒
久
的
最
恵

国
待
遇
の
付
与
や
、
両
国

の
経
済

・
貿
易
関
係
正
常

化
を
支
持
し
た
こ
と
を
高

く
評
価
。
ま
た
両
国
潤
の

協
力
関
係
強
化
や
、
ベ
ト

ナ
ム
に
対
す
る

一
般
特
恵

関
税
制
度
の
適
用
、
ベ
ト

ナ
ム
の
市
場
経
済
の
早
期

ベ
ト
ナ
ム
韓
日
友
好
情
報
技
術
短
大

に
６
４
０
万
ド
ル
供
与
ヘ

一　

　

Ｋ

Ｏ

Ｉ

Ｃ

Ａ

ベ
ト
ナ
ム
情
報
通
信
省

ど
韓
国
の
国
際
協
力
団
（Ｋ

Ｏ
ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
こ
の―は
ど
ヽ

ダ
ナ
ン
に
あ
る
ベ
ト
ナ
ム

韓
国
友
好
情
報
●
術
短
期

大
学
を
大
学
に
格
上
げ
す

る
計
画
に
対
す
る
協
方
で

△里
息
し
た
。
　
　
　
．
一

こ
れ
に
よ
れ
ば
、Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
、
２
０
１
２
争
が

ら
１６
年
ま
で
の
４
年
濶
に

総
額
６
４
０
が
ド
ル
一
揆

与
し
、
同
短
期
大
学
■
情

岬
神
鰤
設
レ
辞
州
い
曝
赫
・

の
購
入
な
ど
を
支
援
し
て
、

大
学
へ
の
格
上
げ
を
図
る

と
い
う
。

ベ
ト
ナ
ム
韓
国
友
好
情

報
技
術
短
期
大
学
は
、
韓

国
政
府
の
１
０
０
０
万
ド

ル
無
償
援
助
に
よ
り
２
０

０
７
年
に
建
設
さ
れ
た
“

こ
れ
ま
で
に
約
８
０
０
人

の
学
生
が
卒
業
し
て
い
る

と
い
う
。
（８
月
１３
日
ダ
ウ

ト
ウ
紙
）

認
定
な
ど
を
引
き
続
き
支

持
す
る
よ
う
希
望
を
表
明

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド

ラ
イ
ヤ
ー
委
員
長
は
、
両

国
の
協
力
関
係
強
化
に
引

き
続
き
寄
与
す
る
と
確
約

し
た
。

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
キ
ム

・

ガ
ン
越
国
会
副
議
長
も
同

日
午
後
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
委

員
長
と
会
見
し
た
。
ガ
ン

副
議
長
は

「今
後
も
両
国

議
会
は
立
法
分
野
に
お
い

て
協
力
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
（８

月
７
日
Ｖ
Ｏ
Ｖ
５
ニ
ュ
ー

ス
）

ベトナムと,チガル ||
ベトナムタイ|ズの広告に関するおl.ltヽ合わせは

TEL i 0314571二8658

ベトナムタイムズ営業部まで

ベトナム■タイムズ
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激
し
い
山
火
事

ダ
ナ
ン
市
リ
エ
ウ
チ
エ

ウ
区
人
民
委
員
会
の
グ
エ

ン

・
ヒ
ュ
ウ

・
テ
ィ
エ
ッ

ト
副
委
員
長
は
こ
の
ほ
ど
、

同
区
の
ホ
ア
カ
イ
ン
ナ
ム

地
区
ホ
ツ
ケ
ー
で
９
日
に

発
生
し
た
森
林
火
災
は
、

１０
日
午
前
４
時
の
時
点
で

も
制
圧
で
き
て
い
な
か
つ

た
が
、
同
＝
時
３０
分
頃
に

な
っ
て
よ
う
や
く
鎮
火
し

た
と
発
表
し
た
。

こ
れ
は
、
ホ
ツ
ケ
ー
山

付
近
の
住
民
が
９
日
夜
８

時
頃
に
伺
所
で
火
の
手
が

上
が
っ
て
い
る
の
を
発
見
。

消
防
士
や
森
林
警
備
員
ら

が．数
百
人
態
勢
で
消
火
活

動
に
当
た
っ
た
も
の
で
、

現
場
は
４５
度
以
上
の
急
斜

面
な
上
に
、
樹
木
が
密
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消

火
活
動
は
困
難
を
極
め
た ダ

ナ
ン
市
ホ
ツ
ケ
■

と
い
う
。
こ
の
火
災
で
、

ユ
ー
カ
リ
の
森
林
が
少
な

く
と
も
１０
ヘ
ク
タ
ー
ル
焼

失
し
た
が
、
幸
い
に
も
人

的
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
。
な
お
、
テ
ィ

エ
ツ
ト
副
委
員
長
に
よ
れ

ば
、

１０
日
早
朝
に
は
別
の

２
件
の
火
災
も
発
生
し
て

い
た
と
い
う
。

リ
エ
ウ
チ
エ
ウ
区
で
は

今
年
に
入
り
大
き
な
火
災

が
た
び
た
び
発
生
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
森
林
１

５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
超
が
焼

失
し
て
い
る
が
、
同
副
委

員
長
は
、
「森
林
火
災
に
必

要
な
専
門
の
消
火
設
備
が

極
め
て
不
足
し
て
い
る
」

と
話
し
て
い
る
。
（８
月
１３

日
ニ
ャ
ン
ザ
ン
電
子
版
な

ど
）

ザ

・
ア
ジ
ア
・
レ
コ
ー

ド

・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
（Ａ
Ｒ
Ｏ
）
は
こ
の
ほ
ど
、

イ
ン
ド
の
フ
ァ
リ
ダ
バ
ー

ド
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
料
理

１０
品
目
を

「ア
ジ
ア
の
美

食
」
と
し
て
公
認
し
た
と

発
表
し
た
。

具
体
的
に
は
、
（１
）
ハ

ノ
イ
の
フ
ォ
ー

（ベ
ト
ナ

ム
う
ど
ん
）
（２
）
ブ
ン
タ

ン

（五
日
そ
ば
）
（３
）
ブ
　
エ
ン
ル
オ
ン

（う
な
ぎ
入

ン
チ
ャ
ー

（肉
入
り
つ
け

　

り
春
雨
）
（７
）
ザ
ー
ラ
イ

麺
）
（４
）
ハ
イ
フ
ォ
ン
の
　
の
フ
ォ
ー
コ
ー

（乾
麺
）

バ
イ
ン
ダ
ー

（き
じ
め
ん
）

（８
）
ブ
ン
タ
ウ
の
バ
イ
ン

機
内
で
行
っ
た
ビ
キ
ニ
シ
ョ
ー
に
罰
金

ベ
ト
ジ

エ
ツ
ト

エ
ア

ベ
ト
ナ
ム
民
間
航
空
局

調
査
部
の
グ
エ
ン
・
チ
ヨ

ン

・
タ
ン
主
任
は
８
日
、

格
安
航
空
会
社
ベ
ト

ジ

ェ
ッ
ト
エ
ア
に
対
し
、

罰
金
２
０
０
０
万
ド
ン
を

科
す
こ
と
を
決
定
し
た
と

発
表
し
た
。
理
由
は
、
８

月
３
日
の
フ
ラ
イ
ト

（ホ
ー

チ
ミ
ン
市
～
ニ
ャ
チ
ャ
ン

路
線
）
に
お
い
て
、
機
内

で
水
着
に
よ
る

「ビ
キ
二

シ
ョ
ー
」
を
無
許
可
で
行
っ

た
こ
と
。

．同
局
で
は
、
ベ
ト
ジ
エ
ツ

ト
エ
ア
が
相
当
数
の
客
に

機
内
で
の
ビ
キ
ニ
シ
ョ
ー

の
様
子
を
カ
メ
ラ
付
き
携

帯
電
話
で
撮
影
さ
せ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
「シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
た
時
間
に
飛
行

機
は
す
で
に
安
全
な
高
度

に
達
し
て
お
り
、
携
帯
電

話
も
通
話
モ
ー
ド
で
は
な

く
、
撮
影
モ
ー
ド
で
使
用

さ
れ
た
」
と
し
て
、
安
全

上
の
問
題
は
な
か
っ
た
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
女

性
客
室
乗
務
員
が

「ラ
フ

過
ぎ
る
衣
装
」
を
ま
と
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
処

分
を
行
わ
な
い
方
針
と
い

つヽ
。た

だ
、
タ
ン
主
任
は
、
「べ

ト
ナ
ム
の
美
的
習
慣
に
そ

ぐ
わ
ず
、
人
に
不
快
感
を

与
え
る
イ
メ
ー
ジ
の
も
の

で
あ
れ
ば
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
観
光
局

が
処
罰
決
定
を
出
す
こ
と

に
な
る
」
と
も
話
し
て
い

る
。航

空
機
内
で
客
室
乗
務

員
が
水
着
の
ビ
キ
ニ
を
着

た
り
、
ダ
ン
ス
を
踊
る
な

ど
し
た
例
は
過
去
に
な
い

と
い
う
。
（８
月
８
日
ト
ゥ

オ
イ
チ
ェ
電
子
版
な
ど
）

”］』卍』黎腱精）（引　］嚇一打理秘一一″・

ベ
ト
ナ
ム
で
は
今
年

６

　

ァ
ン
所
長
は
一
・一０
一口
０
知

．

Ａ
Ｒ
Ｏ
が
ベ
ト
ナ
ム
料
理
・。
品
目
を

「美
食
」

（５
）
ニ
ン
ビ
ン
の
コ
ム
　
　
コ
ツ
ト

（ベ
ト
ナ
ム
風
パ

　

月
に
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
１５

チ
ャ
イ

（ベ
ト
ナ
ム
せ
ん

　

ン
ケ
ー
キ
）
（９
）
ホ
ー
チ
　
ロ中
目
を
ア
ジ
ア
の
美
食
に

べ
い
）
（６
）
ゲ
ア
ン
の
ミ
　
ヽヽ
ンヽ
の
ゴ
ー
イ
ク
オ
ン

（サ
　
公
認
す
る
よ
う
Ａ
Ｒ
Ｏ
に

タ
ク
シ
ー
運
賃
値
上
が
リ

大
手
タ
ク
シ
ー
会
社
マ

イ
リ

ン
は

１４
日
、

タ

ク
シ

ー
運
賃
を
１６
日
か
ら
植
上

げ
す
る
と
発
表
し
た
。
マ

イ
リ
ン
・
グ
ル
ー
プ
役
員

会
の
グ
エ
ン
・
ド

・
フ
オ

ン
事
務
局
長
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
は
１３
日
に
ガ
ソ
リ
ン

が
値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
た
措
置
で
、
値
上
げ

時
期
は
８
月
１６
日
か
ら
と

し
、
値
上
げ
幅
は
地
域
や

車
種
に
よ
っ
て
■
キ
ロ
に

つ
き
８
０
０
～
１
０
０
０

ド
ン
程
度
に
な
る
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ナ
ス

ン

・
タ
ク
シ
ー
の
夕

・
口

ン

・
ヒ
ー
副
社
長
も
、
同

５
０
０
ド
ン
値
上
げ
す
る

予
定
で
、
現
在
、
管
轄
機

関
で
手
続
き
を
進
め
て
お

り
、　
一
両
日
中
に
適
用
で

き
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る

。

（８
月
１４
日
キ
ン
テ
ー

サ
イ
ゴ
ン
電
子
版
）

幼
児
が
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
て
重
体

ド
ン
ナ
イ
省

ド
ン
ナ
イ
省
小
児
病
院

は
‐３
日
、
ビ
エ
ン
ホ
ア
市

在
住
の
４
歳
児
が
ス
ズ
メ

「一̈『一̈一壽̈一一

常な
獅牌
腎
儡
． 弱

く
、
こ
ん
睡
状
態
が
続

い
て
い
る
模
様
だ
。

伺
病
院
の
グ
エ
ン
・
レ
・

ダ
一
ハ
「
医
師
に
よ
れ
ば
、

庁
院
‐では
血
液
Ｑ
ろ
過
を

行
う
な
ど
ヽ
賢
明
な
救
命

‐‐
活

‐動

‐
を
続
け
て
い
る
と
い

う
ぉ
一ハ
■
医
師
は
、
子
供

一が
藪
＾
や
ぶ
）
や
茂
み
に

近
つ
か
な
い
よ
う
父
兄
に

注
意
を
促
ｔ
て
い
る
。
（８

月
１４
日
ラ
オ
ド
ン
紙
な
ど
）

め
て
も
ら
う
の
に
大
変
喜

ば
し
い
知
ら
せ
」
と
歓
迎

ｔ
て

，
る
一
予
定
で‐は
Ａヽ

Ｒ
Ｏ
の
代
表
者
が
９
月
に

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン

を
満
力
ｒ
ｔ
れ
ら
１０
儡
目

つ
■
■
動
つ
鷲
崚
者
一
「僕

爆， つ““４口核籠凛・

い
る
で
＾
〓
月
４
日
Ｖ
Ｎ
エ

ク
ス
プ
レ
ス
電
子
版
な
ど
）

エ
ク
シ
ム
バ
ン
ク
に

「ベ
ト
ナ
ム
最
優
秀
銀
行
賞
」

ア
ジ
ア
マ
ネ
ー
誌

ア
ジ
ア
地
域
の
金
融
専

門
誌

「ア
ジ
ア
マ
ネ
ー
」

は
１
日
、
ベ
ト
ナ
ム
輸
出

入
銀
行

（
エ
ク
シ
ム
バ
ン

ク
）
に

「２
０
１
２
年
ベ

ト
ナ
ム
最
優
秀
銀
行
」
賞

を
授
与
し
た
。

同
賞
は
、
ア
ジ
ア
マ
ネ
ー

誌
が
各
銀
行
の
成
長
率
、

利
益
率
、
新
規
事
業
へ
の

取
り
組
み
な
ど
を
評
価
し

て
毎
年
選
定
い
る
も
の
。

エ
ク
シ
ム
バ
ン
ク
で
は
、

「同
賞
の
受
賞
に
よ
り
、

（１
）
２
０
１
５
年
ま
で
に

総
資
産
５
０
０
兆
ド
ン

（約

２
０
０
億
ド
ル
相
当
）
（２
）

ベ
ト
ナ
ム
全
±
６３
省

・
都

市
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大

（３
）
海
外
に
代
表
事
務
所

を
開
設

‐
‐
な
ど
の
目
標

達
成
に
向
け
て
弾
み
が
つ

く
」
と
歓
迎
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
マ
ネ
ー
誌
の
関

係
者
は
、
「国
内
最
優
秀
銀

行
賞
は
、
経
済
ア
ナ
リ
ス

ト
ら
が
ア
ジ
ア
の
大
手
優

良
銀
行
を
確
定
す
る
の
に

参
考
と
し
て
い
る
賞
の
１

つ
」
と
説
明
し
て
い
る
と

い
う
。
（８
月
１
日
グ
イ
ラ

オ
ド
ン
電
子
版
な
ど
）

バ戯
豪
掛
”

●

一
●

・

国
際
サ
ツ
カ
ー
連
盟

（Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
）
が
８
日
に
発
表

し
た
最
新
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ラ

ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、
ベ

ト
ナ
ム
は
前
回
の
１
２
０

位
か
ら
ラ
ツ
ク
を
２６
も
落

と
し
て
、
■
４
６
位
に
下

が
っ
た
ｏ
東
南
ア
ジ
ア
で

８
カ
月
連
続
１
位
だ
っ
た

座
も
タ
イ
に
奪
わ
れ
た
。

今
回
、
べ
■
ナ
ム
が
ラ

ン
ク
を
落
と
し
た
理
由
は
、

６
月
に

一
連
の
親
善
試
合

を
行
っ
た
以
後
に
１
試
合

も
戦
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、

こ
の
間
に
タ
イ
は
ラ
ン
ク

を
２
つ
上
げ
て
■
３
３
位

と
な
っ
た
一■
■

．
　
　
、

ア
ジ
ア
で
は
依
然
と
し

ι
日
本
が
卜，‐‥
ガ
ォ
一
、
ラ

ン
ク
を

２
つ
蛯
ど

し
た

も

の

の
世

界

２２
位
一
次
が

オ
‐

ス
ト
ラ
リ
ア
バ
世
界
２４
位
）、

そ
の
次
は
韓
国

（同
２９
位
）

と
な
っ
て
い
る
。
次
の
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ラ
ツ
キ
ン
グ
は
９

月
５
日
の
発
表
を
予
定
し

て
い
る
。
鵞
“
明
８
日
ベ
ト

ナ
ム
プ
ラ
ス
な
ど
）

ベトナムの今を毎日お届けします

饉 ベトナム・タイムズ デイリ哺ll信いたします!
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《ベトナムの風景》

～八ロン湾～

ベ トナムの自然遺産 (世界遺産)の一つ。

ベ トナム北部にあり、八ロン市の南に位置

します。

カットノヽ島のほか大小 3′000もの岩や

島々が存在し、言伝えでは中国がベ トナム

に侵攻してきた時、竜の親子が現れ中国軍

を破り、国から吐き出した宝石が湾内の島々

になつたと伝えられています。

彫刻のような島々は太陽の位置によつて

輝きが変化し、雨や霧によつてさまざまな

雰囲気を醸し出します。

《ベトナムの風景》

～ベ トナムの子供達～

現在ベ トナムの人口は約 8800万人。そ

の半数が 20歳以下という、

非常に若者が多くこれからの高度成長が期

待されています。

また、教養などは高く、識字率は男女と

も 90%以上と言われています。

しかし、実際に農村部を訪れると、仕事

の合間を縫つて学校へ通う子供たちがいる

のも現実です。


